
 

（2014年～2020年の累計） 

☆愛知県は全国最低 12.0％（交付額 114.1億円→執行額 13.6億円） 

 全国平均は 43.9％（交付額 2,779.8億円→執行額 1,221.5億円） 

 最高は、熊本県 83.4％（交付額 60.9億円→執行額 50.8億円） 

《6/2 内閣府官房―「厚生労働省行政事業レビュー」で判明》 

 厚生労働省は、」6月 2日に開催された内閣府官房「行政事業レビュー」の中で、2014 年

～2020年度までの「医療介護総合確保基金（医療分）」の都道府県別―交付金総額・執行額・

予算執行率を明らかにしました。公表資料によると、基金の「区分１－１」（地域医療構想

の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業）は累計―2,779.8億円が交付

され、2020 年度までに 1,221.5 億円（執行率 43.9％）が執行されています。およそ 1,500

億円が未執行となっており、行政事業レビューに参加した有識者からは「不必要であれば積

立金を返すべき」「執行額は適正か検証が必要」などの厳しい発言がされたと報道されてい

ます。 

「医療介護総合確保基金（医療分）」は、国の予算は単年度予算（当初予算+補正予算+前

年度からの繰り越し予算）で当年度予算が構成されます。一方、都道府県は、「基金」とし

て「積み立て」方式がとられ、対象事業ごとの予算要求に対する国の補助が決定され交付さ

れますが、一旦、「基金」にため込み、事業に対して県負担（3 分の 1）を上乗せして補助さ

れます。令和２年度までの執行状況がこのように４割程度の執行にもかかわらず、厚労省

は、令和３年８月「基金の計画的な確保について」（厚労省医政局地域医療計画課長）を各

都道府県に発出し、積極的な基金による「蓄財」を求めています。（「424 共同行動通信」NO152

参照）つまり、病床削減・機能転換・再編統合の具体化時には、集中して多額の補助金を執

行できるようあらかじめ準備し蓄財することを求めているのです。今回の「行政事業レビュ

ー」は、中央省庁の事業の無駄を点検するために政府が開催し、蓄財の実態が明らかにされ

たものですが、厚労省は、今後どのように整理して行くのでしょうか？ 

愛知県の交付額は 114.1億円に対し執行額は 13.6 億円（執行率 12.0％）と全国最低の執

行率です。令和３年度以降に執行予定のめどが立っている額も 18.0 億円にすぎません。そ
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れを執行してもさらに 83 億円が積立基金に残ります。執行率の最高は熊本県 83.4％（交付

額 60.9 億円―執行額 50.8億円）と公表されました。 

一方、「区分Ⅳ」（医療従

事者の確保に関する事業）

は、全体で 2,911.9億円の

交付額に対し、執行額

2,775.7 億円（執行率

95.3％）と、おおむね各年

度予算を執行している状

況が明らかです。愛知県で

は交付額 106.9億円、執行

額 104.1 億円（執行率

97.4％）とほぼ予算通りの

執行額です！つまり、「基

金」の対象事業は、現在７

区分に分けられていますが、対象事業ごとに執行率の格差が大きくなっています。「医療従

事者の確保に関する事業」は、現に行われている事業や、新たな直接的事業が大半で、予算

要求額が当年度中にほぼ執行されています。医師や看護師不足は深刻な状況であり、むしろ

予算の大幅増額が必要であるとともに、その予算は、当年度中に執行がほぼ確実な直接的投

資予算となります。区分１―１は、各都道府県が「地域医療構想」に基づく「必要病床数」

を達成するために病床削減や、病床機能転換（不足する回復期病床へ転換させる）に対する

見込み補助金（４機能区分における過剰病床・不足病床に機械的に１床当たり補助額を掛け

た総補助額）を計上し、それを厚労省が認めて使途が決まっていない補助金が多額計上され

執行されていないということになります。 

また、今回公表された「令和４年度行政事業レビューシート」（事業名―医療・介護サー

ビスの提供体制改革のた

めの基金）によると、令和

４年度（2022 年度）基金

当初予算は 751 億円（以

下、国費分）が決定されま

したが、実際には、前年令

和３年度の予算執行残高

―501億円が繰越され、国

費予算総額は 1252 億円に大きく水膨れしていることも明らかとなっています！つまり、本

当の予算は、当初予算の 1.7 倍にもなっているのです！これが、さらに区分１の病床削減

や病院の再編統合予算に湯水のように補助金垂れ流しされるのではなく、「医師・看護師な

ど医療従事者の確保」に向けた処遇改善やキャリア・アップ、奨学金や養成学校補助金増額

などに使われるよう全国で大きな運動を巻き起こしていく事が必要です！ 



 


